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研究成果の概要 

北野グループでは、逆位が TAD 構造を変換しうること、TAD 境界では染色体逆位が生じやす

いこと、染色体逆位がある領域では同所種間での遺伝子流動が低下することを見出した。また、種

分化に関与する遺伝子の数や効果がどのように種分化に貢献するのかのシミュレーションを実施

した。山平グループでは、スラウェシ島のマタノ湖に生息するマタネンシスメダカ（Oryzias 

matanensis）には 2 種類のミトコンドリアを有するヘテロプラズミー個体からなる集団が存在し、ホモ

プラズミー集団と生殖的に隔離していることを見いだした。また、両集団間で完全分化しているゲノ

ム領域を特定し種分化の責任遺伝子の探索を行った。安齋グループでは、染色体逆位系統を複

数樹立し、組換え率や形態/遺伝子発現など表現型への影響を解析できる段階にきた。また、Cre-

loxP システムを用いた染色体融合系の試験に向けた遺伝子組換え系統の樹立を進めた。さらにメ

ダカ初期胚において、Cas9 nickase と塩基除去修復系の抑制を組み合わせた相同組換えの効率

化に成功した。安藤グループでは、生殖隔離が成立してもなお、類似した斑紋多型を集団内に維

持しているナミテントウ（ナミ）とクリサキテントウ（クリサキ）に着目し、テントウムシの斑紋の起源解明

を目指した。新たに、クリサキ・ヤホシテントウ（外群）のゲノム解読、ナミ・クリサキの集団ゲノム情報

を取得し、集団遺伝学の統計数理の手法を駆使して全ゲノムレベルで交雑の可能性を検討した。

その結果、種間交雑の痕跡を示すゲノム領域が見出された。さらに、種分化を経てもなお、種間で

班紋制御遺伝子 pannierの対立遺伝子が共有されていることが見出され、斑紋多型制御遺伝子が

単一起源であることを明らかとした。 
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